
足
立
の
平
和
行
進
は
７
月
27
日
、
竹
の
塚

第
５
公
園
に
結
集
し
、
原
水
爆
禁
止
２
０
１

２
年
世
界
大
会
に
足
立
区
か
ら
参
加
す
る
人

た
ち
か
ら
挨
拶
や
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
核
兵
器
な
く
せ
、
原
発
再
稼
動
反
対
！
」

を
訴
え
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
ま
で
平
和
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
て
か
ら

67
年
が
経
ち
、
被
爆
者
を
は
じ
め
核
兵
器
の

廃
絶
を
求
め
る
運
動
や
そ
れ
を
支
持
す
る
政

府
、
自
治
体
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
の
行
動

と
世
論
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
平
和
と
安
全
を
」
（
２
０
１
０
年

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
最
終
文
書
）
を
め
ざ
す

こ
と
が
核
保
有
国
も
含
む
世
界
の
国
々
の
合

意
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
合
意
を
実
行
さ

せ
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
扉
を
開
く
こ

と
が
、
い
ま
人
類
が
直
面
し
て
い
る
課
題

で
す
。
核
兵
器
は
ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な

ど
世
界
に
は
１
万
９
５
０
０
発
あ
り
ま
す
。

平
和
を
願
う
区
民
の
世
論
と
運
動
は
、

足
立
区
議
会
で
は
「
核
兵
器
廃
絶
の
決
議
」

を
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
足
立
区
長
は

「
全
国
平
和
市
長
会
議
」
に
加
盟
し
、
非

核
、
平
和
の
自
治
体
は
、
全
国
で
６
３･

６
％
、
１
１
３
９
自
治
体
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

８
月
７
日
か
ら
10
日
、
足
立
区
役
所
１

階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
は
「
原
爆･

平
和
・
平

和
を
考
え
る
展
示
会
」
を
主
催
・
足
立
区

被
爆
者
の
会
、
足
立
区
、
足
立
教
育
委
員

会
で
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
ビ
デ
オ
上
映
の
モ
ニ
タ
ー
設
置

が
実
現
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
が
足
立
区
被
爆
者

の
会
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

粘
り
強
く
予
算
要
望
や
議
会
質
問
で
取
り

上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
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http://www5.famille.ne.jp/~k-itou/index.html
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足立区役所 電話3880－5111（内線4650～4654）
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つくばエクスプレスのダイヤ改正
区は７月２６日、首都圏新都市交通株式会社よりダイヤ改

正実施について、報告がありましたのでお知らせします。

実施は１０月１５日。主な内容は平日（上り）の朝のラッシュ

時間帯の混雑解消に運行本数（北千住到着）現在の２０本→２２本に

します。平日（上り）の朝のラッシュ時間帯に守谷～秋葉原では普通

列車を３本増発。つくば～守谷では列車の運行区間や種別変更し、

区間快速列車を２本増発。朝（上り）、夕、夜間（下り）「通勤快速」を４

本づつ新設。 平日･土休日に秋葉発つくば行き最終列車を現在、２

３時３０分発を１５分繰り下げ２３時４５分発とするなどです。

伊藤和彦区議・区政報告の街頭宣伝
８月以降の予定

●８月６日（月）朝７時から８時 竹ノ塚駅東口

●８月１５日（水）終戦記念日 午前１１時 竹ノ塚駅東口
大島よしえ都議と行います

●８月２０日（月）朝７時から８時 竹ノ塚駅東口

●９月３日（月）朝７時から８時 竹ノ塚駅東口

「みんなでつくるホンモノの地方自治」をテーマ

に第54回自治体学校が７月21日から３日間、浜松

市で開かれ参加しました。

学校長の中嶋信（徳島大学名誉教授）はフラン

スの詩人Ｌ.アラゴンの「教えることは希望を語

ること、学ぶことは誠実を胸に刻むこと」を引用

して希望を語る、誠実に学ぶ人の共同体が学校だ

と強調。東日本大震災と福島原発事故の被害状況

は未だに深刻で、「災害関連死」を生み出してい

る。これまでの経済成長優先で規制緩和を進めて

きた結果、安全、安心を軽視し、防災や減災を損

ねてきたこと、福祉行政のレベル低下など「地方

制度改革」によって財政、人員、権限を制約され

た地方自治体が住民要求に直ちに応えられない現

実を指摘し、これまで以上に幅広い知見や旺盛な

行動力が必要であること、など講演しました。

私は党区議団とともに多くのことを学び議会論

戦など今後に生かしていきます。（伊藤和彦）

足立の平和集会・７月２７日竹の塚第５公園

国民平和大行進は北海道から東京までリレーされて２７日足立区に到着。集会後、強い日差し

と34度の猛暑なか区議団も参加し行進しました。竹の塚カリンロード商店街、撮影・伊藤和彦
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Ｑ 民主、自民、公明３党による消費税増税法
案には、新たなムダ遣いを生み出す「仕掛けが盛り

込まれている」と言いますがどういうものですか。

（南花畑･Ａさん）

Ａ 民、自、公の３党は消費税の増税法案の18条2項に「成長戦
略並びに事前防災及び減災等に資する分野に資金を重点的に配分す

る」と書き込み、消費税を増税すれば税収増を政府は１３･５兆円

を見込み、そのうち財政に「ゆとり」ができるとして公共事業に転

用しようというものです。野田政権は法案が衆院を通過するや整備

新幹線の未着工３区間（北海道、北陸、九州、長崎ルート）の着工

（総事業費約3兆4千万円）を認可しました。「10年間で200兆円」

（自民党の国土強靭化）、「10年間に100兆円」（公明党の「防災・

減災ニューデ－ル）と消費税増税をあて込んだ巨大公共投資の競い

あいです。「防災」「減災」のための基盤整備は必要ですが、住民

の身近なところから整備を進めるべきです。民主、自民、公明３党

の場合は、「防災」「減災」に名をかりたムダ遣いをすすめようと

するものです。

マスコミ各社も注目し、「整備新幹線は『コンクリートから人へ』

という理念を捨て、ばらまき政策に転換したと判断せざるを得ない」

（「日経」6月30日付け社説）、「（消費税増税法案の）目的は、いつ

の間にか『公共事業の大盤振る舞い』へと変わりつつある」（「朝日」

７月12日付け）、「消費税を防災の名をかりた大型公共事業に重点配

分する。庶民増税を打ち出の小槌した新たなムダ遣い宣言だ」「共産

党の市田書記局長の増税法案が新たなバラマキの財源になると真っ向

から批判した」（「毎日」7月18日付け）と批判的です。消費税大

増税の正体が見えたり！というもので、増税で景気を壊す、相次ぐ

大企業減税で税収に穴をあけるものと言えます。 （伊藤和彦）

質問にお答えします

日本共産

党区議団有

志でチームを

つく り ８ 月２

日、 ３ 日石

巻市に物資を

届けました。

ご協力あり

がとうござい

ます。被災地から「 支援物資が底をついた」 の連絡があ

り、みなさんにお知らせしたところ、早速、 「 子どもた

ちの姿に励まされています」 と募金や、 ト イレット ペー

パー、 テッシュペーパー、 蚊取り線香、 缶詰、 お米４ ０

キロ、折りたたみ傘、ヘルスメーター、洗剤など生活用

品をたく さん提供していただきました。

ご協力に感謝します。 伊藤和彦

Ｓ病院の増設工事計画（竹の塚4-2-1）

に地域住民から８階建て高さ２６．５

ｍの病院建設（敷地面積970.48平方m）は迷

惑、建設反対！と住民運動が起きてい

ます。

「病院としての駐

車場、駐輪場問題

は未解決だ」「ご

遺体を収めた寝台

車を私道を使って

出入りする。とん

でもない！」「竹

ノ塚の場所での病

院建設計画は無

理がある」「現

在の場所（保木間3

-3）で建て替えを

せよ。説明は納

得いかない」等

など。現在、S病

院と交渉中です。

石巻に送った物資

建
設
委
員
会
で
都
営
住
宅
の
建
て

替
え
な
ど
の
事
業
報
告
が
あ
り
、
エ

レ
ベ
タ
ー
設
置
工
事
で
は
保
木
間
ア

パ
ー
ト
２
号
棟
、
西
保
木
間
３
丁
目

８
、
14
号
棟
、
西
保
木
間
第
２
は
１
、

２
号
棟
な
ど
10
基
。
同
委
員
会
で
伊

藤
和
彦
区
議
は
、
西
保
木
間
３
丁
目

の
13
号
棟
の
設
置
に
つ
い
て
都
か
ら

設
計
が
で
た
の
か
、
区
で
審
査
が
さ

れ
て
い
る
の
か
、
質
し
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
「
都
と
確
認
す
る
」
と

答
弁
で
し
た
が
、
そ
の
後
「
都
と
協

議
中
で
設
置
す
る
方
向
で
11
月
に
結

論
を
出
す
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

居
住
者
か
ら
は
「
11
、
12
号
棟
と

同
じ
よ
う
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
早
く

設
置
し
て
欲
し
い
」
と
都
に
も
交
渉

し
、
１
日
も
早
い
設
置
を
粘
り
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

S病院の増設建設計画がある場所

西保木間３丁目都住・13号棟


